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資料１ アドミッションポリシー（抜粋） 

 

 

（出典：富山大学ホームページより抜粋； 

http://www.u-toyama.ac.jp/jp/ex/adm/index.html） 
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資料２ 平成２２年度・平成２３年度の教養科目実施一覧 

 

（出典：高等教育機構会議資料） 
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資料３－１　ｱｸｾｼﾋﾞﾘﾃｨ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ支援室の概要

（出典：学生支援センター作成資料）

資料３－２　富山大学学生なんでも相談窓口体制図

（出典：学生支援センター作成資料）
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富山大学

資料４－１　目に見える学生支援方策

平成21年6月29日

目に見える学生支援方策について
１．目　的

中期目標・中期計画に記載のとおり，学習支援，生活支援，就職・進路支援及び学生のための施設・設備等の環境
整備支援において，直接的・積極的な目に見える学生支援を行い，入学から卒業までの学生に対する充実した支援体
制の確立を図ることを目的とする。

また，従来の修学や学生生活支援は，窓口などにおける相談など受動的な感が否めなかったが，進学率の向上に伴
う大学全入時代の到来に向け，学生の修学意欲の向上を引き出すために、下記の支援を行う。

２．資　金

　　　学長裁量経費（授業料総収入額の１％程度）を充てる。

　　　　　　　　　４０，０００千円

３．支援方策及び予算額

（１）学長表彰の表彰状の授与に伴う記念品等の贈呈に係る支援経費　　　　　　　２，８００千円

（２）学生個人又は団体の自主的・創造的企画運営プロジェクト支援経費　　　　　４，０００千円

（３）課外活動充実支援経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３，２００千円

　　①　大学祭等イベント支援経費　                　  4,000千円

　　②　公認団体支援経費　　 　　                  　 9,200千円

（４）教育・学生生活環境整備経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０，０００千円

　　①　課外活動施設等の整備　　                  　  7,800千円

　　②　学生生活環境の整備　　　　　　　　　　　　　 12,200千円

（出典：目に見える学生支援方策（抜粋））

資料４－２　富山大学五福キャンパス学生健康保険組合解散後の預かり金残金の使途について

平成２１年度第１回学生支援センター運営委員会　議事要録(抜粋）

日　時　　平成２１年５月１５日（金）１３時３０分～１５時１０分

場　所　　学務部会議室（共通教育棟 ３階）

１．審議事項

（４）富山大学五福キャンパス学生健康保険組合解散後の預かり金残金の使途について

　委員長から、富山大学五福キャンパス学生健康保険組合解散後の預かり金残金の使途について諮られ、学生支援グ
ループ担当主査から資料４に基づき説明があり、審議の結果、原案どおり承認された。

平成21年5月15日

資料4
富山大学五福キャンパス学生健康保険組合解散後の預り金の使途について

（１）富山大学五福キャンパス学生健康保険組合

組合員（五福キャンパス学生）の健康保持及び疾病負傷について，相互に救済することを目的としたもので，入学
時に組合費（年額2，500円）を所定の修業年限分を納入し，医療機関で診察を受けて自己負担した額の医療費を給付
する組織

（２）組合の解散について

医療給付金増加のため，一時組合の運営が危機的な状況に陥り存続が危ぶまれたこと，組合の役割を十分果たした
こと等から，平成17年12月の理事会で組合の存続について審議した結果，平成18年度から組合員の新規募集を停止
し，平成21年度の決算をもって組合を解散することを決定された。

（３）解散時の預り金について

平成21年度の組合解散時には約1，300万円の預り金残金が見込まれ，平成19年度に開催した理事会において，大学
へ寄附し，課外活動支援や学生の福利厚生のための経費に充てる方針が了承された。

　平成20年12月には学生理事へアンケートを取り，残金の使途について意見聴取した。

また，平成20年度末に学生理事が卒業するため，同年度の理事会において，預り金は委任経理金として大学に寄附
手続きをすることが了承され，当該使途及び管理については，学生支援センター運営委員会で検討することが併せて
了承された。

【使途について】

　本部生協食堂のエアコンの設置

（出典：学生支援センター運営委員会議事録（抜粋））
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富山大学
資料５－１　就職ガイダンス等実施状況

①就職活動全般ガイダンス

Ｈ２０

文系
対象

理系
対象

芸文
対象

全学部
対　象

合計
全学部
対　象

57 34 34 - 125 - 125

- - - 1,398 1,398 926 472

2,410 1,150 400 - 3,960 2,087 1,873

- - - 32 32 - 32

- - - 28 28 5 23

1,167 638 221 51 2,077 1,113 964
(医薬系）

3,634 1,822 655 1,509 7,620 4,131 3,489

②業界・企業研究会 ③学内合同企業説明会

（出典：就職支援グループ調査資料）

資料５－２　富大流人生設計ノート

（出典：就職支援グループ作成資料）

（５）ビジネスマナー講座（４コース各５回）

2,100人

計

 参加学生数

107社（6社/回）

681人

Ｈ２１ Ｈ２０

　　　　　　　　　　　　　　参加者数・年度等

　　内　容

参　　加　　者　　数

　　　　年度
項目

Ｈ２１

（１）進路を考える（３コース各１回）

（２）就職ガイダンス

　①全学部対象（１０回）

　②文系，理系及び芸文対象（３コース各１０回）

（３）留学生に対するガイダンス（２回）

（４）就職未内定者に対するガイダンス（１回）

　　2月16日(月）
　　59社，40人
　　2月17日(火）
　　18社，5人
　　172社,426人
　　(2.5人/社）

増減

　　2月10日(火）
　　28社，154人
　　2月12日(木）
　　36社，77人
　　2月13日(金）
　　31社，150人

備　　　　　　考

H21年度新規

公務員，教員関係

H21年度新規

　　　　年度
項目

Ｈ２１ Ｈ２０

第３回

第５回
 1社当り平均
 学生数

 開催時期・
 時間

 参加企業数

・10月下旬～2月中旬
　の金曜日(17回）
・12:30 ～ 15:30

33.3人 6.4人

63社（6社/回）

・10月上旬～12月中
　旬の金曜日(11回）
・15:00 ～ 18:00

総計（平均）

　　12月12日(土）
　　99社，511人
　　12月13日(日）
　　100社，408人
　　12月19日(土）
　　11社，121人
　　12月20日(日）
　　23社，110人

－

　233社,1,150人
　　(4.9人/社）

第４回

第１回

第２回
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富山大学 
 
 
資料６  平成 20 年度選定 新たな社会的ニーズに対応した学生支援プログラム（学生支援 GP） 

富大流人生設計支援プログラム －『14 歳の挑戦』と 
連携する長期循環型インターンシップモデル－ 

 

プログラム概要 
 富山県では全国に先駆けて県内全中学校が「社会に学ぶ『14 歳の挑戦』」を実施しており、本学のイ
ンターンシップにも経験学生が参加するようになってきたが、相互に連携・接続していないために生
徒・学生の経験値は個人レベルにとどまっていた。本プログラムではインターンシップ参加学生が実習
後もＩＣＴを利用した自学研修を重ね、『14 歳の挑戦』の生徒指導ボランティアとして参加する。大学
生は自らの成長を省みる機会を獲得し達成効果を高め、中学生は数年先のキャリアターゲットとなる大
学生と触れ合うことで将来像を獲得し、発達段階に応じたキャリア教育の学びの循環として機能する。 
 本プログラムにより、パーソナル支援、修学・学生支援、キャリア開発支援の総合的学生支援体制が
推進できるとともに、他の高等教育機関と地域社会に対しても新しいタイプの長期型インターンシップ
を提示することになり、地域社会全体の活性化に大きく寄与できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

インターンシップ年度別体験者数
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年度

人

人文学部 人間発達科学部(教育学部) 経済学部 理学部 工学部 芸術文化学部

（出典：キャリアサポートセンター作成資料）
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資料７－１ 地域連携推進機構産学連携部門新旧対照図 
 

イノベーション育成オフィス

リエゾンオフィス

MOT等技術教育プログラム推進、プロジェクト研究推進ベンチャー支援等

技術相談・共同研究・技術移転推進、研究シーズ発信事業、知的財産教育・
啓蒙活動、知的財産管理等

地域共同研究センター

ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー

新産業・新ビジネスの創出、国際協力と成果の公開、産官学の共同

民間機関等との共同研究・受託研究の受入、民間企業等の技術
者への教育支援と技術相談、産学官交流と研究成果の活用促進

知的財産本部（富山大学TLO）

知的財産戦略の策定、知的財産の発掘。管理・活用、知的財産
に関する教育・啓発

関連センター

関連センター

産
学
連
携
部
門

地
域
連
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推
進
機
構

地
域
連
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推
進
機
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産
学
連
携
部
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資料７－２ 平成２０年度 産学官連携戦略展開事業（戦略展開プログラム）成果報告書概要 
プロジェクト名 特色ある優れた産学官連携活動の推進 
実施機関名 国立大学法人 富山大学 
実施組織名 地域連携推進機構 産学連携部門 
事業責任者 地域連携推進機構長（理事・副学長） 鏡森 定信 
事業期間 平成２０年７月１日 ～ 平成２１年３月３１日 
委託金額 ￥１５，０００，０００円 
事業背景・目的（２００字以内） 
富山大学の有するデザイン・科学技術に関する豊富な教育研究資源を活用し、富山県総合デザインセンター、高岡市

デザイン・工芸センターと連携して，本学産学連携部門にデザインマネージメント体制を構築する事により， 
＊地場産業の高度な伝統技能や技術との融合による近代化された伝統的工芸の創生 
＊伝統技能を科学的手法データベース化し、知財の発掘・活用、技能の伝承を促進する。 
以上を目的とする。 

事業成果概要（６００字以内） 
【産学連携センター(仮)の設置】 
産学連携，技術系人材育成支援，知財の創出・取得・管理活用推進のため，地域連携推進機構に「産学連携部門」を

設置し，事業対象である，伝統的工芸産業企業が多く，デザイン等を通して産学連携に係わりの多い，高岡キャンパ

ス内に推進ベース（センター・通称ＴＲＥＣ）を同部門に設置した。 
【センター内にデザインマネージメント部門の設置・DMP、MDの雇用】 
デザインマネージメントプロデューサ（ＤＭＰ）松原 博氏，マーチャンダイザー（ＭＤ）御手洗 照子氏と雇用契

約した。（研究員：非常勤） 
【伝統的工芸産業・技能者の情報収集・データベース化】 
地場企業，教育機関など１０社を訪問し具体的な推進課題等を打合せ，活動推進のモデル化のため，地元工芸産業で

ある銅器にスポットをあて、うち１社とパイロットプログラムの推進に関して協議した。伝統的工芸産業の保護・現

代化取り組みの海外事例として，イタリア・サルディニアにおける民族工芸の保護・育成の状況に関し，現地調査し

た。 
【富山県総合デザインセンター、高岡市デザイン工芸センターとの連携体制構築】 
階層ごとに会議体を設置し，地元行政機関・高岡市経営企画部，富山県・高岡市の両デザインセンターを実行委員と

して参加する体制を構築した。 

事業成果に関するＷＥＢページ（ある場合） 

 http://www.tad.u-toyama.ac.jp/trec/contents/top.html 

（出典：平成２０年度産学官連携戦略展開事業（戦略展開プログラム）～特色ある優れた産学官連携活

動の推進～ 成果報告書 1P） 

（出典：地域連携推進機構作成資料）
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平成 20 年 7 月 22 日改組 

・ 現行の知的財産本部及び地域連携推進機構の各部門に関連する５つの 

センターは廃止し，その機能は４部門が引き継ぐ。 

・ 機構の管理及び運営に関する事項を審議するため，運営企画会議を置く。 

 




